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研究の背景



2020年4月に発令された「新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言」により，
リモートワークによるソフトウェア開発が広範囲に普及した．

この働き方の急激な変化に対し，ソフトウェア開発においてもこれまでのやり
方を踏襲しつつ，各組織がそれぞれ手探りで対応している．2021年1月現
在，リモートワークを前提とした開発プロセスは確立途上であり，ソフトウェア
開発の品質や生産性を従前通り維持できているとは言い切れない．実際に，
ドキュメント品質の著しい低下など，リモートワークに起因すると思われる品質
問題が我々の所属組織で報告されている．

そこで我々はソフトウェア開発の品質や生産性を高めるためのプロセスのうち，
対面・対人で行うことが多いソフトウェアレビューが，特にリモートワークの影響
を受けやすい点に着目し，その効果的な改善方法を検討することにした．



現状と課題



オンラインレビューしてますか？

86%

オンラインレビューの実施率

36SQiP研究員へのアンケート結果



36SQiP研究員へのアンケート結果

オンラインレビューにおける困り事と工夫

困り事

相手の発言・意図がわかりにくい
自分の意見・意図が伝わらない

笑顔で
反応

目次を
用意

進行役
を置く

工夫

オンラインレビューの工夫はさまざま
しかし、各企業まだ手探りの状態？ Chat

の活用

工夫を集めて 活用しよう !



提案手法



提案手法

リモートワークでの開発を前提とした
効果的なレビュー改善手法の提案

Concept1 Concept2

レビュー成功要因の関連整理オンラインレビューの工夫収集

「レビューの各局面における理想的な
状態」を「レビュー成功要因」と定義

弱点克服だけでなく，オンライン故の
利点活用系の工夫も積極的に収集
（工夫を以降、Tipsと呼ぶ）

UnReT法(レビュー成功要因の関連把握とTipsの活用によるレビュー改善手法: 

Review improving method by Understanding review success factors Relation and utilizing Tips)



UnReT法の適用手順



提案
手法

UnReT法
(レビュー成功要因の関連把握とTipsの活用によるレビュー改善手法)

レビュー成功要因
関連図とTips集の

準備

改善すべき
レビュー成功要因

の選定

適用するTipsの
選定

Tipsの
試行

試行の
振り返り

準備 選定 実施

Tips集
成功要因
関連図



提案
手法

UnReT法
(レビュー成功要因の関連把握とTipsの活用によるレビュー改善手法)

レビュー成功要因
関連図とTips集の

準備

改善すべき
レビュー成功要因

の選定

適用するTipsの
選定

Tipsの
試行

試行の
振り返り

準備 選定 実施

Tips集
成功要因
関連図

準備フェーズ



準備

(1)レビュー成功要因関連図

レビュー成功要因関連図とTips集の準備

成功要因 成功要因

原因 結果

成功要因の関係

＜レビュー成功要因＞

レビュー成功のための
理想的な良い状態



準備

(1)レビュー成功要因関連図

レビュー成功要因関連図とTips集の準備

このような関連図をご用意ください

37個の成功要因とその関連



準備 レビュー成功要因関連図とTips集の準備

(2) Tips集

9余

7フ

4サ

2進

10資

8記

6傍

5ピ

11小

3目

オンラインの弱点克服系

オンラインの利点活用系

1建

11個のTips

Tipsを成功要因に紐付け



準備 レビュー成功要因関連図とTips集の準備

(2) Tips集

UnReT実践ｶﾞｲﾄﾞ

UnReT実践ｶﾞｲﾄﾞ

Tips1
建設的な反応をお互いに伝えよう

✔笑顔で反応、大きく相づち
✔不明点は建設的な言葉で質問

1建

＜影響を受けるレビュー成功要因＞

➢ 自分の意見が伝わりやすい
➢ 相手の意見が理解しやすい



準備

(2) Tips集

レビュー成功要因関連図とTips集の準備

No. 名称 影響を受けるレビュー成功要因

1 建設的な反応をお互いに伝えよう 自分の意見が伝わりやすい／相手の意見が理解しやすい

2 進み具合をみんなに見せよう 今どこの話をしているか共有しやすい

3 目的や観点を常に意識させよう 話が脱線しにくい／議論が発散しにくい

4 サウンドを効果的に使おう 話が脱線しにくい／議論が発散しにくい

5 ピンポイントで有識者に参加願おう 有益な指摘を得やすい

6 傍聴人として参加しよう 確認・問い合わせ時間が減る／内容を理解する時間が減る／修
正にすぐ着手できる／チームのスキルが向上する

7 ファシリテータを置こう 発言しやすい／発言が一人に偏らない

8 記録係を置こう 議事録が取りやすい・解りやすい

9 余白時間を前後に作ろう 指摘を前向きに捉えられる／修正指示に対して前向きになれる
／レビューイのモチベーションが高くなる

10 資料を事前に配布しよう レビューで有益な指摘が増加する

11 小分けにレビューを実施しよう レビューが時間内で終わる／類似欠陥の作りこみが減る

オンラインの弱点克服系 オンラインの利点活用系

このようなTips集をご用意ください



提案
手法

UnReT法
(レビュー成功要因の関連把握とTipsの活用によるレビュー改善手法)
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＜準備フェーズのポイント＞

✔ レビュー成功要因関連図の準備
✔ Tips集の準備
✔ Tipsを成功要因と紐づけること

✔ まずは、初期セットを使用
✔ 必要に応じてカスタマイズ！



提案
手法

UnReT法
(レビュー成功要因の関連把握とTipsの活用によるレビュー改善手法)

レビュー成功要因
関連図とTips集の

準備

改善すべき
レビュー成功要因

の選定

適用するTipsの
選定

Tipsの
試行

試行の
振り返り
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Tips集
成功要因
関連図

選定フェーズ



選定 改善すべきレビュー成功要因の選定

何を改善すべきかチームで選定



選定 適用するTipsの選定

適用するTipsをチームで選定

9余

余白時間を
前後に作ろう

1建

建設的な反応を
お互いに伝えよう

何を改善すべきかチームで選定



提案
手法

UnReT法
(レビュー成功要因の関連把握とTipsの活用によるレビュー改善手法)

レビュー成功要因
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準備

＜選定フェーズのポイント＞
✔ 何を改善すべきかチームで選定
✔ 自分たちに合ったTipsを選定
✔ 間接的な効果が期待できるTipsも選択肢に入れる



提案
手法

UnReT法
(レビュー成功要因の関連把握とTipsの活用によるレビュー改善手法)

レビュー成功要因
関連図とTips集の

準備

改善すべき
レビュー成功要因

の選定

適用するTipsの
選定

Tipsの
試行

試行の
振り返り

準備 選定 実施

Tips集
成功要因
関連図

実施フェーズ



提案
手法

UnReT法
(レビュー成功要因の関連把握とTipsの活用によるレビュー改善手法)

レビュー成功要因
の整理とTipsの

紐付け

改善すべき
レビュー成功要因

の選定

適用するTipsの
選定

Tipsの
試行

試行の
振り返り

準備 選定 実施

Tips集
成功要因
関連図

＜実施フェーズのポイント＞

✔ とにかく使ってみる
✔ すぐに効果がでない場合もある
しばらくは、続けてみる

✔ 自分たちに合わなければ、
やめる、改良する

✔ 上手くいったら、次の
改善すべきレビュー成功要因へ



UnReT法の有効性評価



実
験

Tips 前提条件
実施内容

Tips適用なし Tips適用あり

1
Tips1
建設的な反応を
お互いに伝えよう

①レビュー対象
交通費精算仕様書
（全６ページ）

②レビューイ：３名
③レビューア：２名

仕様書２ページ目
・ビデオOFF
・通常の反応

仕様書３ページ目
・ビデオON
・笑顔で相槌、大きく反応

2
Tips7
ファシリテータを
置こう

仕様書４ページ目
・画面共有なし
・ビデオOFF
・ファシリテータなし

仕様書５ページ目
・画面共有なし
・ビデオOFF
・ファシリテータあり

検証方法

コミュニケーション関連のTips２つについて

「Tips適用なし」と「Tips適用あり」を比較



Tips 評価項目 選択肢

Tips1
建設的な反応をお互いに
伝えよう

自分の意見の伝わりやすさ +2.良くなった
+1.少し良くなった
0.変わらない
-1.少し悪くなった
-2.悪くなった

相手の意見の理解しやすさ

相互理解の程度

議論の活発さ

Tips7
ファシリテータを置こう

発言が一人に偏らない

全員の意見が拾える

議論の活発さ

発言のしやすさ

回答数（名）

0 0 1 4 1

0 0 1 4 1

0 0 0 5 1

0 0 0 5 1

0 0 0 0 6

0 0 0 0 6

0 0 0 3 3

0 0 0 6 0

検証結果

Tips 主な意見
Tips1
建設的な反応をお互いに
伝えよう

◎相手の態度や目線が見えることで、相手の理解度を把握しやすい
◎感情がより伝わる。良い雰囲気がでてきたときに盛り上がり話が弾みやすい
◎ N対Nで対話ができていたため、周囲のフォローが入りやすく話が広がる

Tips7
ファシリテータを置こう

◎会話に齟齬が生じたとき、フォローしてくれて相互理解が深まった
◎ファシリテータが緩衝材となることで、一方的な結論で終わらず、

話が落ち着くところに落ち着いた．
◎空白の時間が生じなかった

良くなった悪くなった

オンラインレビューの改善に役立ちそうだ



2021年1月8日 「二度目の緊急事態宣言」 「出勤者の７割減」

多くの開発者が現在もリモートワークで業務遂行されている．
オンライン環境下でのソフトウェア開発が今後も主流になるだろう．

このような働き方の変化の狭間においても，ソフトウェア開発の品質/生産性
の向上，付加価値の高いサービス提供を我々は求められている．

今後の取り組みとして，我々が提案したレビュー改善手法を実プロジェクトへ
適用し，その改善効果を確認したい．本手法の適用により効果を出した実
績を示すことで，Tips活用やレビュー成功要因整理のメリットを広めたい．そ
して広く活用いただき，その結果を共有して，本手法を適用する際のノウハウ
や利用可能なTipsを増やしていきたい．

ソフトウェア開発の新たな品質管理の確立に我々も貢献していきたい．



ご清聴ありがとうございました


